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今
回
は
、
塩
井
地
区
に
あ
る
青あ

お

木き

伝で
ん

次じ

の

酬
恩
碑
（
恩
に
酬む

く

い
る
碑
）
と
、
山
上
地
区

に
あ
る
石
灰
開
祖
碑
を
訪
ね
ま
し
た
。

　

共
に
、
米
沢
に
新
し
い
技
術
を
伝
え
た
越え
っ

中ち
ゅ
う富
山
の
薬
売
り
に
感
謝
し
、
地
元
の
人
々

に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
珍
し
い
石
碑
で
す
。

青あ
お

木き

伝で
ん

次じ

－

　　　

置
賜
に
馬
耕
法
を
伝
授

　

塩
井
の
薬や

く

師し

堂ど
う
（
塩
井
町
塩
野

２
１
６
２
番
地
）

境
内
の
酬
恩
碑
は

青
木
伝
次
に
感
謝

し
て
建
て
ら
れ
た

も
の
で
す
。

　

伝
次
は
慶
応
元
年
（
１
８
６
５
）
に
越
中

（
富
山
県
）
の
農
村
に
生
ま
れ
、
農
業
に
従

事
す
る
か
た
わ
ら
、
農
閑
期
に
は
越
中
富
山

の
薬
売
り
と
し
て
各
地
を
行
商
し
ま
し
た
。

そ
の
行
商
中
に
塩
井
を
訪
れ
、
備び
っ
ち
ゅ
う
ぐ
わ

中
鍬
で
苦

労
し
て
田
を
耕
す
村
人
た
ち
を
見
た
の
で
す
。

伝
次
の
地
元
富
山
で
は
既
に
馬
を
使
っ
た
馬ば

耕こ
う

法ほ
う

が
広
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
便
利
な
技
術

を
教
え
よ
う
と
、
明
治
32
年
に
富
山
か
ら
馬

耕
機
（
富と

山や
ま

犂す
き

）
を
持
参
し
、
そ
の
使
い
方

ま
で
指
導
し
ま
し
た
。

　

馬
耕
機
は
伝
次
と
地
元
の
鍛
冶
屋
で
改
良

が
加
え
ら
れ
て
更
に
便
利
に
な
り
、
置
賜
一

円
に
広
ま
っ
て
農
家
の
重
労
働
を
軽
減
さ
せ

ま
し
た
。
村
人
は
伝
次
を
「
先
生
」
と
慕
い
、

明
治
34
年
（
１
９
０
１
）
に
石
碑
を
建
て
感

謝
し
た
の
で
す
。

　

時
に
伝
次
は
36
歳
。
そ
の
後
、
富
山
で
村

会
議
員
と
な
り
、
69
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

こ
の
酬
恩
碑
は
、平
成
15
年
12
月
13
日
の「
読

売
新
聞
」
で
全
国
に
紹
介
さ
れ
有
名
で
す
。

篤と
く

之の

助す
け

－

石
灰
鉱
山
の
開
発
に
尽
力

　　

一
方
、
山
上
の
石
碑
は
大
字
大
小
屋
清
水

の
斉
藤
家
の
畑
の
中
に
、
ひ
っ
そ
り
と
建
っ

て
い
ま
す
。
正
面
に
「
石
灰
開
祖
碑
」「
施
主

中
」「
越
中
国　

篤
之
助
」、
碑
が
建
て
ら
れ

た
年
号
「
明
治
十
三
年
三
月
二
十
二
日
」
が

刻
ま
れ
、
裏
面
に
は
石
碑
を
建
て
た
地
元
の

人
た
ち
29
人
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
『
山
上
郷
土
史
』
に
よ
れ
ば
、
篤
之
助
は

富
山
の
薬
売
り
で
、
茶
屋
・
旅
館
を
営
む
斉

藤
家
に
宿
泊
し
、
地
元
の
人
々
に
技
術
を
教

え
て
い
た
と
い
い
ま
す
。
関
根
の
石
灰
鉱

山
も
、
篤
之
助
の
指
導
で
開
発
さ
れ
た
の
で

し
ょ
う
か
。

　

そ
の
後
、
篤
之
助

は
斉
藤
家
で
亡
く
な

り
、
教
え
を
受
け
た

29
人
が
、
そ
の
功
績

を
た
た
え
て
石
灰
開

祖
碑
を
建
て
供
養
し

た
の
で
す
。

歴探
史訪

続
城
下
町

城
下
町町町町
下下
町町町町町
下下下
城城城城城

パパがつくった  りんごだよ！
11月16日、雨の合間を縫って成島ワクワクランド付近のりんご畑へ行ってみました。写
真は、“ふじ” の収穫期を迎えて大忙しの森谷さんご家族（六郷町西藤泉）。「今年の秋は
天候に恵まれたので、出来栄えは上々」とのこと。ぜひ、米沢の秋の味覚をご堪能ください。

表 紙

解 説

第３回

富山の薬売りを
　　顕彰する石碑

　薬を売るかたわら、各地に情報や技術を伝えた富山の薬売りの

功績と、その恩に厚く感謝する米沢人の暖かい心を示す石碑です。

酬
しゅうおん

恩碑
ひ

（塩井町塩野）

石
せっ

灰
かい

開
かい

祖
そ

碑
ひ

（大字大小屋）

青木伝次の酬恩碑石灰開祖碑


